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1.序 論

1980年 代 初頭 か ら、多 くの国で、 日本 に関す るあ らゆることが人 々 の

関心 を集 め、注 目を浴 びるようにな った。 これは、 「日本 ブー ム」 とい

う言葉 で広 く知 られている。 この 「日本 ブーム」 によって、イ ン ドネ シ

アで は、イ ンス タン ト・ラーメンのよ うな安価 な食品 の製造か ら、高 性

能 の生産手段 に至 る様 々な分野まで、多 くの人が 日本 の影響 に興味 を持

っ とい う現象 がお きている。

「日本 ブーム」現象 は、 日本の科学 や芸術 の研究 といった アカデ ミッ

クな分野 で もめざま しい。例えば、日本 の言語 ・政治 ・経済 ・文学 ・文

化 ・経営 ・生 け花 ・結婚式 ・料理 とい った ことが らに、多 くの人 々 の関

心 が集 ま ってい るのである。マスメデ ィアの世界 をみ ると、電波や活 字

メデ ィア も、日本 の紹介や ニュースをた くさん報道 して いる。 ジャカ ル

タにある58の 日本食 レス トランは、在留邦人 と同 じくらいの数の中流 の

イ ン ドネ シア人 で賑 わって いるとい うことを見て も、今 日どれ ほど 「日

本 ブーム」 が広 が っているかがわか るだろ う。

現在 では日本語 を理解 し話せ るイ ン ドネ シア人 は、約35,000人 くらい

いる と思 われ る。 日本語 は、約130の 高等学 校 で第 二外 国語 と して教 え

られている し、9っ の高等教育機関 、7つ の日本語専門学校、4つ の研

究所 で、日本研究 が行われてい る。

この 「日本 ブーム」 は、第二次世界大戦後 の日本 とイ ン ドネシアの関
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係 の改善 と平行 して、1950年 代か ら日本語 と日本文化 に徐々 に関心 が集

まりだ した ことに端 を発 しているのであ る。

II.イ ン ドネ シ ア に お け る 日 本 研 究 の 起 源

1.60年 代 の 日 本 語 ・日 本 文 化 研 究

日 本 と イ ン ドネ シ ア の 関 係 が 改 善 さ れ た こ と に よ り 、 日 本 経 済 の 急 速

な 発 展 と も あ い ま っ て 、 多 数 の イ ン ドネ シ ア 人 が 日 本 に 強 い 関 心 を も っ

よ う に な っ た 。

1958年 、Melati-Sakura財 団 に よ っ て 、 〈 日 本 文 化 学 院 〉 が ジ ャ カ ル

タ に 創 設 さ れ た 。 こ の 財 団 は 、 イ ン ドネ シ ア と 日 本 の 関 係 を 促 進 し た い

と 願 う 人 々 に よ っ て 設 立 さ れ た もの で あ る 。 日 本 文 化 学 院 で 教 え ら れ た

主 な 学 科 は 、 日 本 語 と 日 本 文 化 入 門 で あ っ た 。 日 本 大 使 館 が こ の 財 団 を

後 援 して い た 。

こ の 時 期 、4っ の 国 立 大 学 に 日 本 語 ・日本 文 化 学 科 が 創 設 さ れ た こ と

に よ っ て 、 日 本 語 ・日 本 文 化 研 究 の 研 究 体 制 が 改 善 さ れ た の で あ る 。4

っ の 国 立 大 学 と は 、IKIPManado、 バ ン ド ン の パ ジ ャ ジ ャ ラ ン 大 学 、

IKIPBandung、 ジ ャ カ ル タ の イ ン ドネ シ ア大 学 で 、 後 の3校 は 、 イ ン ド

ネ シ ア に43校 あ る高 等 教 育 機 関 の う ち の 最 も重 要 な10校 に 名 を 連 ね て い

る 。 時 を お な じ く し て 、 財 団 や 個 人 に よ っ て 、 中 学 校 レ ベ ル の 日 本 語 学

校 も い く っ か 創 設 さ れ た 。

1959年 、H.IwaKusumaSumantri教 授 の 主 導 で 、 バ ン ド ン にAkademi

PendidikanAhliBahasaAsing(APABA)が 創 設 さ れ た 。APABAに は 、

英 語 ・ロ シ ア 語 ・中 国 語 ・日 本 語 の4つ の コ ー ス が あ り 、 パ ジ ャ ジ ャ ラ

ン大 学 に付 属 し て い た 。IKIPManadoの 日 本 語 学 科(JapaneseLanguage
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Department)は 、 日 本 語 を 教 え て い る国 立 の 高 等 教 育 機 関 の な か で も っ

と も古 い と い っ て い い だ ろ う。 こ の 学 科 は 、 「第 二 外 国 語 は 、 ア ジ ア の

言 語 を 必 修 とす る 」 と い う高 等 学 校 の カ リキ ュ ラ ム の 改 編 に と も な っ て

創 設 さ れ た 。 日 本 語 は 、 高 等 学 校 で 学 習 す る外 国 語 に選 ば れ た の で あ る 。

1963年 、 パ ジ ャ ジ ャ ラ ン 大 学 文 学 部 に 、 日 本 語 ・ 日 本 文 学 科

(DepartmentforJapaneseLiteratureandLanguage)が 創 設 さ れ た 。

APABAの 学 生 は 、 こ の 新 し い 学 科 に 編 入 さ れ た 。1965年IKIPBandung

に 、 日本 語 学 科 が 創 設 さ れ た 。 こ れ は 、 今 日 で は 、ProgramPendidikan

BahasaJepangと 呼 ば れ て い る。 創 設 者 の ほ と ん ど は 、 パ ジ ャ ジ ャ ラ ン

大 学 の 教 師 で あ っ た 。1967年 、FakultasSastraUniversitasIndonesiaで 、

は じめ て 日本 研 究 が 開 始 さ れ た 。 ジ ャ カ ル タ の 日本 大 使 館 を 通 じて 日 本

政 府 が イ ニ シ チ ア ブ を と り 、 準 備 に 半 年 か け ら れ た 。

1960年 代 に 創 設 さ れ た 日 本 語 学 校 は 、 他 に 、 バ ン ド ン のAkademi

BahasaAsing(ABA),Yapari(1963年)、 ジ ャ カ ル タ のAkademiBahasa

Asing(1964年)、 ジ ャ カ ル タ のAkademiBahasadanKebudayaanJepang

(ABKJ1965年)で あ る 。60年 代 は イ ン ド ネ シ ア で 日 本 語 と 日 本 文 化 が

教 え られ る よ う に な っ て か ら 日 が 浅 く、 み る べ き論 文 は 書 か れ て い な い

が 、 学 生 た ち の 努 力 は認 め て も い い か も しれ な い 。 こ の 時 期 に 学 ん だ 先

駆 者 た ち が 、 しか る べ き学 校 で 重 要 な 地 位 に っ き 、 イ ン ドネ シ ア に お け

る 日 本 研 究 を 発 展 さ せ る た め に 学 問 的 な 業 績 を あ げ る こ と を 望 み た い 。

2.70年 代 と80年 代 の 日 本 研 究

1970年 代 か ら1980年 代 に か け て も 、 日 本 語 教 育 機 関 は 次 々 と創 設 さ れ

た 。1978年 に は 、 イ ン ドネ シ ア 大 学 文 学 部 に 日 本 語 学 士 の デ ィ プ ロ マ が

与 え ら れ る 日 本 語 学 科(JapaneseLanguageDiplomaProgram)が で き た 。
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こ の 学 位 を と る た め に は 、3年 間 の 在 籍 が 必 要 で あ り 、 主 だ っ た 教 師 は

日本 文 学 研 究 学 科(JapaneseLiteratureStudiesProgram)の 講 師 で あ っ

た 。 学 科 開 設 時 に は 定 員30人 で あ っ た が 、1983年 か ら は2ク ラ ス 編 成 に

な り 、 毎 年60人 の 学 生 が 入 学 して い る 。

メ ダ ン の ス マ ト ラ ・ウ タ ラ 大 学 文 学 部 に も 、 日 本 語 デ ィ プ ロ マ 学 科

(JapaneseLanguageDiplomaProgram)が 創 設 さ れ た 。1981年 に は 、IK:IP

Surabayaに 、 日 本 語 教 育 学 科(JapaneseLanguageEducationProgram)

が 創 設 さ れ た 。1984年 に は 、 前 筑 波 大 学 客 員 教 授 のDr.ArifinBayを 所

長 に し て 、UniversitasNasionalに 日本 セ ン タ ー(JapaneseCenter)と 日

本 語 学 科 が 発 足 し た 。

1986年7月6日 、PERSADA(日 本 元 留 学 協 会)の 会 員 た ち に よ っ て 、

DarmaPersadaUniversity(UNSADA)が 創 設 さ れ た 。 こ の 大 学 は 、

PERSADAの 会 長 を 総 裁 と す るPERSADA付 属 の 財 団YayasanMelati

Sakuraに よ っ て 運 営 さ れ て い る 。 こ の 大 学 は3の 学 部 か ら な り、 文 学 部

に は 日 本 研 究 科(JapaneseStudiesProgram)が あ る 。

これ らの 他 に 、 バ ン ド ン に 、LembagaBahasadanKebudayaanJepang

(日 本 語 ・日 本 文 化 セ ン タ ー)、 メ ダ ン にAkademiBahasaAsingPerguruan

TinggiSwadayaとYayasanHinoIndonesia、 ジ ャ カ ル タ にAkademi

BahasadanKebudayaanJepang、 エ バ グ リ ー ン 日 本 語 コ ー ス 、 日 本 文 化

セ ン タ ー の 各 コ ー ス 、 東 京 日本 語 学 院 、 ジ ョ グ ジ ャ カ ル タ に ジ ョ グ ジ ャ

カ ル タ 日 本 文 化 学 院 が で き た 。

ス ラバ ヤ に は 、 日 本 領 事 館 運 営 の 日本 語 コ ー ス が あ る 。UjingBanjang

のUniversitasH:asanuddinで は 、 副 専 攻 科 目 で 日 本 語 が 教 え ら れ て い る 。

カ リマ ン タ ンのUniversitasMulawarmanや ボ ゴ ー ル 農 科 大 学 で も 、 日本

語 が 教 え られ て い る 。 ジ ャ カ ル タ の 私 立 大 学 で 、 ホ テ ル と観 光 事 業 を 専
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門 に し て い るUniversitasTrisakiで も 日本 語 が 教 え ら れ て い る 。1983年

か ら 、 観 光 事 業 振 興 と い う 実 用 的 な 目 的 でSahidHotelandTourism

Akademyで も 日 本 語 が 教 え ら れ て い る 。

イ ン ドネ シ ア に お い て 日 本 語 へ の 関 心 が 高 ま る に っ れ 、1987年 に は 、

バ ン ド ン の パ ジ ャ ジ ャ ラ ン大 学 に 、 イ ン ドネ シ ア 大 学 文 学 部 と 同 様 の3

年 履 修 の 日 本 語 学 科 が で き た 。 そ れ と同 時 に 、 パ ジ ャ ジ ャ ラ ン大 学 に は 、

日本 語 研 究 セ ン タ ー もっ く られ た 。

1988年 、 ジ ョ グ ジ ャ カ ル タ の ガ ジ ャ マ ダ 大 学 に 、 日 本 語 ・日本 文 学 学

科 と 日本 文 化 研 究 セ ン タ ー が っ く ら れ た 。 様 々 な 分 野 で イ ン ドネ シ ア と

日本 の 関 係 が 増 大 し て い っ た こ と に 引 っ張 ら れ る よ う に 、 日 本 に 関 す る

教 育 ・研 究 機 関 が 急 速 に 増 え て い っ た の で あ る 。

(注)詳 細 は 下 記 参 照 の こ と。

IKetutSurajaya"JapaneseStudiesintheRepublicofIndonesia"in

JapaneseStudiesinSoutheastAsia,DirectorySeriesXI(TheJapan

Foundation,Tokyo,1987)

皿.イ ン ドネ シア大学 日本学科 にお ける卒業論文 のテーマ

イ ンドネシアの大学 の 日本語学科に は、まだ修士課程 や博士課程 が な

い。(注)従って、S1(Sarjana)レ ベルの論文 は、 イ ン ドネ シアに おけ る

日本研究 の到達度 の指標 に は成 り得ない。それに もかかわ らず、論文 の

タイ トルを見 るか ぎりで は、それ らの研究 は、修士 あ るいは博士課程 レ

ベルで さ らに研究 した いと願 う学生 にとって、独創 的で将来 の発展 の も

ととなる研究 に思 われ る。以下 に学生たちが選 んだ卒業論文 のテーマを

い くつか あげて、実例 を示 したい。

(注)インドネシア大学には修士課程が1990年にできた。5



1.日 本 語 ・言 語 学

イ ン ドネ シ ア 大 学 日本 語 学 科 は 、1973年 に 、 最 初 の 卒 業 生 を 送 り 出 し

た 。 そ れ 以 来 今 日(1989)ま で 卒 業 論 文 テ ー マ に 言 語 ・言 語 学 を と り あ

げ た 学 生 は 、15人 しか い な い 。 以 下 に 例 を あ げ る 。

*「 助 詞 『の 』 『て 』」、*「 動 詞 『す る 』」、*「 『ど れ 』 『ど こ』 『あ ち ら』

の イ ン ドネ シ ア 語 へ の 翻 訳 」、*「 れ る ・ られ る 」、*「 動 詞 『い く』 と

『く る 』」、*「 助 詞 『は 』 『が 』」、*「 日 本 語 の 受 動 態 」、*「 複 数 形 」、

*「 『一 一 ら』 『一 一 ば 』 『一 一 な ら』」、*「 『一 て*い る』 『一て*い た 』」、

*「 漢 字 の 研 究 」

概 して これ ら の 論 文 は 、 イ ン ドネ シ ア 語 と の 比 較 研 究 で あ る 。 学 生 た

ち は 、 言 語 学 の 基 本 理 論 を 使 っ て は い る が 、 テ ー マ を 深 く掘 り 下 げ て い

る と は い え な い 。

2.日 本文学

日本文学研究 は、作品研究 も作家研究 も行われて はいるが、紹介 に と

どま ってお り、文学論 を展開す る レベルには至 っていない。以下 に、例

をあげ る。

*「 島崎藤村 『破戒』」、*「 人形浄瑠璃」、*「 夏目漱石 『こころ』」、*

「芥川龍之介 『鼻』」、*「 万葉集 」、*「 木下順二 『夕鶴 』」、*「 伊 東 左

千夫 『野菊の墓』」、*「 夏 目漱石 『三 四郎 』」、*「 有島武郎 『生 まれ出

つ る悩み』」、*「 浮雲 」、*「 森 鴎外 『山椒 太夫 』」、*「 武 田麟太 郎

『雪 の話』」、*「 小説 『千羽鶴』」、*「 志賀 直哉 とその作品」

これ らの研究 は、作品 のタイプや、作 品 と作家 の関係、時代精神 の流

れのなかでの作家 の思考 の発展、現在 とは異な る時代 の社会や特定 の階

級 の特徴 を体現 している登場人物な どを紹介す るに とどまって いるが、
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お の ず と研 究 者 自 らの見 解 も含 ん で い る。 これ らの研 究 は、S1

(Sarjana)レ ベルの論文 なので、比較文学的 な考察 や文 学批 評 的な考 察

をす るには至 っていない。

3.日 本史

歴史的 なテーマは、 もっとも多 くの学生によ って卒論 に選ばれている。

日本史 、特 に明治維新以降の 日本 の近代化に、学生 た ちが非常 に興 味 を

もってい るか らで あろ う。発 展途上 のイ ンドネシアが直面す る問題 の背

景 を考察す る とき、1960年 代後半以来 の日本の経済的な成功 を含 めて、

明治維新 か ら第二次世界大戦終結 にいたるまで、 日本が民主主義 を確 立

で きなか った ことは、非常 に興味をそそる事柄で ある。 したが って卒論

のテーマは、以下 の例 のよ うな傾 向の ものが多 い。

*「 明治時代 の自由民権運動」、*「 明治時代 の教育」、*「 日露戦争 」、

*「 聖徳太子」、*「 キ リス ト教 と鎖国」、*「 明治時代 の女性運動」、*

「岩倉具視」、*「 太平洋戦争」、*「1946年 日本国憲法」、*「 北方 領土

問題 」、*「 町人 の歴史」、*「 西郷隆盛」、*「 自衛隊」、*「 日清戦争」、

*「 西周」、*「 出島」、*「 財閥」、*「 平安 時代 」、*「 満洲事変 」、*

「殖産興業」、*「 安保条約」、*「 明六社」、*「 日本 の台 湾侵 略」、*

「総合商社 の歴史」、*「 天皇裕仁」。

これ らの研究 は、英語 に翻訳 された二次資料 によるものがほとんどで、

日本語の一 次資料 によ るものは少 ない。それに もかかわ らず、イ ン ドネ

シアの 日本史研 究は アメ リカ合衆国 に遅 れを とってい るので、 これ らの

テーマは、イ ンドネ シア人 にとって は比較的新鮮 な ものである。 これ ら

の テーマがイ ンドネ シアに日本 の歴史を紹介 した ことには、注 目す べ き

であ る。
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4.日 本文化

文化的 なテーマ も、卒論に とりくむ学生 たちに人 気のあるテーマで あ

る。 イ ン ドネ シアと日本の関係 は増加 したが 、それによ って相互 の文化

的理解が深 まったことにはな らなか った。日本経済 の不振 によ って イ ン

ドネシアが被 った影響 の結果 、1970年 代 にはイ ンドネ シア と日本 の関係

が悪化 し、反 日感情 の昂 まりは、1974年1月 に頂点 に達 した。他 の東南

アジア諸国で も同様 の現象がお きた。 この悲 しい経験 が、多 くのイ ン ド

ネシア人 に日本文化 を真剣 に学ぶ必要性 を痛感 させた。そ して、学 生 た

ちが以下 に挙 げるよ うな日本文化 に関す るテーマを選 ぶ結果 にな ったの

で ある。

*「 日本文化 の特徴」、*「 祭 りの意味」、*「 沖縄 の民話 」、*「 切腹

の文化 的背景 」、*「 仏教の世俗化」、*「 祖先崇拝 の概念 」、*「 日本

人 とユ ダヤ人 」、*「 武士道」、*「 無常観」、*「 神道」、*「 実学」、*

「不動 」、*「 日本の婚姻制度」。 これ らのテーマは、 日本 人 の特 徴 と日

本文化 の価値 を具体 的に説明す ることに成功 してい る。

5.社 会 問題

社会問題 にっいて論 じた論文 は、今の ところ非常 に少 ない。 これは、

社会 問題 が必修科 目でな く選択科 目にな って いるカ リキュラムの影 響 だ

と思 われ る。それに もかかわ らず、以下 に挙 げるテーマには興味深 い も

のがあ る。

*「 第二次世界大戦後 の農村 にお ける構造変化」、*「 第二 次世 界 大戦

後 の女性 の役割 」、*「 第二次世界大戦後 の老人問題」。 日本 の現代 の社

会問題 は、明治 時代 や江戸時代 の社会問題 より興味 をひかれ るテーマ で

あ る。今 の ところ、現代以外 を扱 った論文 は、*「 江戸時代 の士 ・農 ・
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工 ・商 の 身 分 制 度 に 基 礎 を 置 く 日 本 の 社 会 構 造 」 た だ 一 っ で あ る 。

以 上 は 、S1(学 士)レ ベ ル の 論 文 の 特 徴 を 手 短 に 述 べ た もの で あ る 。

S2(修 士)レ ベ ル や 、S3(博 士)レ ベ ル の 研 究 は 、 ま だ 非 常 に 少 な

い 。 現 在 、 イ ン ドネ シ ア に お い て 日 本 研 究 の 修 士 号 を 持 っ も の は14人 、

博 士 号 を 持 っ も の は3人 で あ る 。Dr.LiTekTjengは 外 交 問 題 、Dr.

KetutSurajayaは 歴 史 、Dr.SitiDahsiarAnwarは 文 化 に っ い て の 研 究 を

行 っ て い る 。 こ の 数 は 、 日本 や ア メ リ カ 合 衆 国 に 留 学 し て い る者 が 研 究

を 終 え る5年 後 に は 、 増 え る で あ ろ う。

IV.研 究 とその問題点

「日本 ブーム」がイ ン ドネ シア中に広 まったに もかかわ らず、科 学 的

な 日本研 究 は、それに歩調 を合 わせて は発展 しなか った。 これに はい く

っかの理 由が考え られ る。まず第一 には、イ ン ドネ シアにおけ る日本 の

専 門家の不足であ る。イ ンドネ シアの高等教育機 関 には、全部 で少 な く

とも70人 の 日本研究 と日本語 の教 師が いるが、 これ らの教 師たち は、 主

に 日本語 教育 に携わ って いる。彼等 は語学教育 に忙 しく、 自身 の個人 研

究あ るいは共同研究を行 うための十分 な時間が取 れな い。

第二 には、イ ン ドネシアの大学 における研究費の不足 であ る。そ のた

め に、研 究費予算 は、優先順位 に したが って分配 され る。 日本研 究 は、

優先順位が非常 に低 い。 日本研究 が行われ る場 合 も、 イ ンドネ シア と日

本 の共同出資で予算 の得 られ る経済 や工業技術 に関係 した ものに な りが

ちで ある。

第三 に、 日本語 を習得 して いない研究者が実際 に研究 をすすめ てい く

時 にぶっか る問題で ある。一般的に研究 は、英語 の資料 に基 いて行 われ
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るが、英語圏 の文化的背景がそれ らの資料 自体 に影響 を及 ぼ してい るお

それがある。 この ことは、特 に経済学 ・政治学 ・社会学 ・国際関係 学 ・

人類学 の専門家 にっ いて いえ る。

上記 の第二 の理 由か ら、バ ン ドンのパ ジャジャラン大学 日本語研 究 セ

ンターや、UniversitasNasional・ イ ン ドネ シア大学 ・ガ ジ ャマ ダ大 学 の

各 日本研究 セ ンターは、 日本 のよ り一層 の援助 と協力 を望 んでいる。 こ

れ にっ いて は、国際交流基金 が研究費 を含む研究者 の交換 のみな らず 、

教師や研究者の養成、文献 の寄贈 などで重要な役割 を果 た している。

イ ン ドネシアにおいて は日本 にっ いての研究者 が不足 している一方で、

多 くのイ ン ドネシア人 が 日本 に関す る ことを学 び理解 したがって いる。

そこで、イ ン ドネシア語 に翻訳 され た日本 にっ いての本 が役立っ ことに

なる。す くな くとも、日本 の経営 ・歴史 ・文化 ・政治 ・社会問題 とい っ

た分野 で は、有 意義 である。通例、 これ らの本 は、英語 の本か らの翻 訳

であ る。 日本 に関す る本 の出版 はまだ限 られて はいるが、増えて きて い

る。

V.イ ン ドネ シアにおける日本研究 の将来

暫

国 際 交 流 基 金 に よ っ て4年 前 か ら行 わ れ て い る 日 本 語 能 力 試 験 の デ ー

タ を み る か ぎ り 、 受 験 者 は 、 確 実 に 増 え て い る 。1987年 に は1281人 だ っ

た 申 込 者 が 、1988年 に は1663人 に な っ て い る 。 受 験 者 は 、1116人 か ら

1402人 に 増 え て い る 。 申 込 者 は 、 ジ ャ カ ル タ で614人(460)[()内 は 、

1987年 の 数]、 バ ン ド ンで614人(371)、 ス ラ バ ヤ で247人(248)、 メ ダ

ン で188人(202)で あ る 。
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1988年 度 の 日 本 語 能 力 試 験 の 受 験 者 数[()内 は 、1987年 の 数]

ジ ャ カ ル タ

レベ ル

i

2

3

4

計

ス ラバ ヤ

i

2

3

4

計

メ ダ ン

i

2

3

4

計
バ ン ド ン

i

2

3

4

計

全 イ ン ドネ シ ァ

i

2

3

4

総 計

申 込 者

24(24)

94(48)

169(131)

324(257)

614(460)

i(o>

46(12)

96(107)

104(129)

247(248)

2(8)

11(8)

59(42)

116(144)

188(202)

6(4)

25(10)

143(138)

440(219)

614(371)

36(36)

176(78)

467(418)

984(749)

1663(1281)

受 験 者

22(23)

78(43)

150(110)

258(217)

508(393)

i(o)

42(9)

87(97)

85(122)

215(228)

2(6)

ii(a)

52(32)

105(127)

170(173)

5(4)

23(10)

117(112)

364(196)

509(322)

30(33)

154(70)

406(351)

812(662)

1402(1116)

[TheJapanFoundation,Jakartaの 資 料 に よ る]

欠席者
5

16

19

66

106

0

4

9

19

32

0

0

7

ii

is

i

2

26

76

105

6

22

61

172

261

(1)
(5)

(21)
(40)
(67)

(o>
(3)

(io>
(7)

(20)

(2)
(o)

(io)
(17)
(29)

(o)
(o>

(26)
(23)
(49)

(3)
(s>

(67)
(87)

(165)

上記 のデー タは日本語能力試験の申込者数 と受験 者数 に関す るもの で

ある。 このデータは、正確で ないに して も、 イ ンドネ シアにおけ る日本

語学習者 の数 を反映 して いるとみていいだ ろう。イ ン ドネ シア全土 の語

学教育機関 で日本語 を学習 して いる学生の50パ ーセ ントしか この試 験 を

受験 しなか ったとす ると、1988年 に推定 され る日本 語学習者 の数 は、約

3300人 で あ る。 イ ン ドネ シア大学 日本語 学科 の300人 の学 生 の うち、

1988年 には約50パ ーセ ントにあた る155人 が この日本語 能力試 験 を受験
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している。

現在 イ ン ドネ シアの教育機関 には70人 の日本語教 師が いるが、 それ と

は別 に、最近 日本語学科の卒業生 のなかに高等教 育機関 の教員 に興 味 を

持 っ ものが増 えてきた。今後教員 が増 えるとす ると、 しかるべき時期 に

はイ ン ドネ シアの日本研究者 が増 え、日本 に関す る研究 も盛 んにな ると

考え られる。

現在 イ ン ドネ シアは就職難であ るに もかかわ らず、日本語学科 の卒業

生 は、SO(Diploma)レ ベルであろ うとS1(Sarjana)レ ベル で あろ

うと、就職先 に苦労 しな い状況 であ る。 うま くいけば、競争 が激化 す る

風潮 のイ ン ドネ シア社会 において、今 後人 々の関心はよ りい っそ う日本

研究 に集 まるで あろ う。

(1989年3月)
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